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序

岩手県内には旧石器時代の遺跡をはじめとする数多くの埋蔵文化財包蔵地が

各地にあり、平成14年度現在でおよそH,000ヶ所に及ぶ遺跡が確認されており

ます。これら先人の残した多くの文化遺産を保存し、後世に伝えていくことは、

私たち県民に課せられた大切な責務であります。

一方、地域開発に伴う社会資本の充実も重要な施策であります。発掘により

遺構が消滅することはまことに惜しいことでありますが、その反面それまで闇

に包まれていた先人の営みに光明が当たるのも事実であります。このような埋

蔵文化財の保護・保存と開発との調和は今日的課題であり、(財 )岩手県文化振興

事業団は、埋蔵文化財センター創設以来、岩手県教育委会の指導と調整のもと

に、開発事業によつてやむを得ず消滅する遺跡の緊急発掘調査を行い、記録保

存する措置を取ってまいりました。

本報告書は、岩手県水沢地方振興局農政部農村整備室 「県営ほ場整備事業寺

領小林地区」に関連して、平成 14年度に実施した寺ノ上遺跡の調査結果をまと

めたものであります。

発掘調査では、縄文時代の陥し穴状遺構と中世の竪穴住居跡、溝状遺構、土

坑、堀跡等が検出され、縄文時代と中世の複合遺跡であることが明かになりま

した。また、遺物では、須恵器やかわらけの他に県内では出土例の少ない中国

産陶器や瓦器が出土するなど、当該地域の歴史及び、周辺の遺跡との関連性を

考える上で貴重な資料を提供することができました。

この報告書が広く活用され、斯学の研究のみならず、埋蔵文化財に対する理

解の一助となれば幸いです。

最後になりましたが、これまでの発掘調査及び報告書作成にご援助、ご協力

を賜りました岩手県水沢地方振興局農政部農村整備室、前沢町教育委員会をは

じめとする関係各位に哀心より謝意を表します。

平成15年 12月

財団法人 岩手県文化振興事業国

理事長 合  田   武



例  言

1.本報告書は、岩手県胆沢郡前沢町古城字寺ノ上 182ほ かに所在する寺ノ上遺跡の発掘調査結果を収録
したものである。

2,本遺跡の発掘調査は、県営ほ場整備事業寺領小林地区埋蔵文化財発掘調査委託業務に伴う緊急発掘調
査である。調査は水沢地方振興局農政部農村整備室と岩手県教育委員会生涯学習文化課との協議を経

て、財団法人岩手県文化振興事業国埋蔵文化財センターが担当した。

3.本遺跡の岩手県遺跡登録台帳における遺跡番号と調査時の遺跡略号は以下の通 りである。
遺跡番号    N E46-0242

遺跡略号   TU-02

4 調査期間・調査面積・調査担当者は以下の通 りである。
調査期間    平成 14年 10月 9日 ～H月 27日

調査面積    1,533m2

調査担当者   野中真盛・佐々木信一

5,室 内整理期間と整理担当者は以下の通 りである。

室内整理期間  平成 14年 H月 1日～12月 13日

整理担当者   野中真盛・佐々木信一

6.本報告書の執筆・編集は、野中真盛が担当した。
7.委託業務にあたっては、以下に委託した。

座標原点の測量………・lMlハイマーテック

空中写真………………・lMl東邦航空

8.本書の作成にあたり、下記の方々ならびに機関から御指導と御協力を頂いた。 (敬称略)
及川真紀   (前 沢町教育委員会 )

藤澤良祐   (愛 知県瀬戸市埋蔵文化財センター )

井上喜久男  (愛知県陶磁器資料館 )

9.野外調査にあたっては、前沢町と地元の方々に多大なる御協力をいただいた。
10.本遺跡から出土した遺物及び調査にかかわる資料は、岩手県立埋蔵文化財センターに保管している。
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I 調査に至る経過

寺ノ上遺跡は「ほ場整備事業 (担い手育成区画整理型)寺領小林地区」の施行に伴い、その事業区に位置

することから発掘調査を実施する事となつたものである。

「ほ場整備事業 (担い手育成区画整理型)寺領小林地区」は、胆沢郡前沢町古城地内の受益面積83haか ら

なる地区であるが、水田は10a程度と小区画であり農道についても幅員が狭小の状況であつた。また、水路

については用排兼用の上水路であつたため排水不良による湿田となり、営農の機械化や耕地の汎用化、さら

には農地の流動化、生活環境の向上など高生産性農業を阻害していた。

これらの阻害要因を除去し、効率的で安定した経営体に農地を集積し、高生産性農業の確立を図り、併せ

て農村環境水準の向上を資すために、大区画ほ場整備事業を実施するものとして平成 H年度に新規採択され、

現在工事の進捗を図つているところである。

当事業の施行に係る埋蔵文化財の取り扱いについては、岩手県水沢地方振興局農政部農村整備室から平成

12年 5月 15日付け水農整第295-2号 「埋蔵文化財の分布調査依頼について」の文書によって岩手県教育委

員会に対して分布調査の依頼をしたのが最初であり、依頼を受けた岩手県教育委員会では、同年に分布調査

を実施し、その結果平成 12年 9月 H日付け教文第691号 「ほ場整備事業 (担い手育成区画整理型)実施計画

における埋蔵文化財の分布調査について (回答)」 |こ より岩手県水沢地方振興局農政部農村整備室へ回答、そ

の際工事施工範囲内が寺ノ上遺跡の範囲内であることが付記された。

この回答を受けた岩手県水沢地方振興局農政部農村整備室では、寺ノ上遺跡を含む面工事実施年度である

平成 13年 7月 25日付け水農整第333-9号 「ほ場整備事業 (担い手育成区画整理型)寺領小林地区における

埋蔵文化財の試堀調査依頼について (依頼)」 の文書によって岩手県教育委員会へ試掘調査を依頼し、依頼を

受けた岩手県教育委員会では平成 13年 10月 9日 ～10日 、 H月 15日 に試掘調査を実施、その結果を平成 13年

5日 付け教生第 H06号及びH月 20日 付け教生第 H93号 「ほ場整備事業 (担い手育成区画整理型)寺領ノよヽ林

地区における埋蔵文化財の試掘調査について (回答 )」 で岩手県水沢地方振興局農政部農村整備室へ回答 し、

その際寺ノ上遺跡の発掘調査が必要である旨付記された。

(岩手県水沢地方振興局農政部農村整備室 )

-1-



Ⅱ 遺跡の立地と環境

1.遺跡の位置
寺ノ上遺跡の所在する前沢町は、岩手県のほぼ南に位置し、北は水沢市に、西は胆沢扇状台地で胆沢町、

南は衣川村と平泉町に、東は北上山地で東山町の 5市町村に接する。東西約 13 5km、 南北約 9km、 総面積

72,74km2の 人口約 15,500人を有する町である。遺跡は第2図 に示すように」R東北本線陸中折居駅から約

1 5km南西に位置する前沢町古城字寺ノ上に所在し、北上川右岸にある胆沢扇状地の中位段丘に立地している。

本遺跡は国土地理院発行の5万分の1地形図「水沢」 (NJ-54-14-14)及 び、2万5千分の1の地形図
「前沢」(NJ-54-14-14-2)の 図幅に含まれ、北緯39度 4分47秒、東経 141度 7分53秒付近にあたる。標

高は76～ 79mで、現況は水田及び畑地である。

2.遺跡周辺の地形と地質
前沢町の中央よりやや東側を北上川が流れる。この北上川は岩手町に源を発し、宮城県で太平洋に注ぐ全

長249kmの 日本屈指の大河である。前沢町を流れる長さは、北一南に僅か約9.5kmに 過ぎないが、大河の様相

を見せ、河川用地幅は平均約400mと 拡大し、川の東側と西側はまったく異なる地形を形成している。支流

として松の木沢川、太郎ヶ沢川、白鳥川、明後沢川、岩堰川など小さな川が合流している。

北上川の東側は河川流域に細長い沖積地はあるが、殆どは北上山系で、丘や山が重なり合う丘陵地帯であ

る。地質は河川流域では砂の沖積層、丘陵地帯では第二紀層で砂岩、泥岩、凝灰岩となつている。西側は胆

沢平野の南部にあたり、北上川と国道4号に挟まれる地域で沖積層となっており、腐植土壌または砂質土壌

で覆われ、県下屈指の肥沃な土壌となってお り、稲作地帯である。本遺跡は、国道西方にある胆沢扇状台地

の東縁にあたる。また、平坦な台地が沢による浸食で舌状になり南 。東・北に急俊な傾斜地を持つ地形となつ

ている。調査区周辺は昭和に入つてから開拓された地域で、農地整備が行われ平坦な耕作地にするための造

成の跡が見られる。地質は洪積層で火山灰の堆積土壌と腐埴土とされている。調査区に至っては、耕作用に

後から入れられた客土となっている。

3.遺跡の基本層序
今回調査した地域の南側調査区は、丘状を呈する畑地で、中央部が高くなり東側にかけて約90cm下方に傾

斜している。また、南北方向も中央部から両側に緩 く下方に傾斜している。北側調査区は、一段下がつた水

田になっており南側調査区より約 1～ 2mほ ど低 くなつている。本遺跡は昭和に入つてから開墾され、土地区

画などにより、造成された土地である。第 I層 は造成の際に新たに入れられた耕作用の盛土で、場所によっ

ては第 Ⅱ層 (地山面)も 削平されている。北側調査区はなだらかな斜面を平坦にするために高い所から低い

所へ土を押した撹乱土が見られる。

土層の基本層序は、第4図基本土層柱状図の通 りである。

第 I層

101ヤR3/2～ 3/3 黒褐色土～褐色土シルト5/8黄褐

-2-
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第 2図 遺跡周辺地形図
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色土(1～ 5mm地山粒)3～5%含む 堅く締まる

粘性あり

第Ⅱ層

10YR5/6黄褐色粘土質シルト

木根撹乱あり

第Ⅲ層

10YR5/8黄褐色粘土質シルト

(1～ lcm地山粒状)2～3%含む

堅く締まる 粘性あり

堅く締まる 粘性あり

トーーーーL=79000m―――→

5YR3/6暗赤褐色土

砂粒2～3mmを含む

-0

50

4.周 辺の遺跡
現在、前沢町内では140ヶ 所の遺跡が登録されている。

第5図 には、胆沢平野を中心とする範囲に所在する遺跡の

分布を示している。遺跡の時代別分布状況をみると旧石器

-100m

第4図 基本土層住状図

1、 古代 23、 縄文 68、 弥生 6、 平安 39、 奈良 2、 中世 31、 近世 16、 近代 1と なつている。この内、複合遺跡

は42遺跡ある。しかし、確認・登録はされてはいるものの本調査が行われている遺跡は少な く、平成 14年度

は、寺ノ上遺跡の外、明後沢遺跡 (宗角館・八郎館 )、 明後沢遺跡 (幅・八郎館 (2期))の 4遺跡であった。

その他には確認調査で終わっている遺跡が5遺跡であ り、遺跡全般から弥生、古墳～奈良時代、近代の遺跡

の事例が少ないと言える。中世の遺跡 としては、安部氏関連の城柵や藤原氏関連の館跡、 さらには柏山氏関

連の城館がみられる。

<引用・参考文献>

前沢町教育委員会  「前沢町史 上巻」

前沢町教育委員会  「前沢町史 下巻」

前沢町教育委員会  「明後沢遺跡群第10次発掘調査概要」 平成13年

前沢町教育委員会  「明後沢遺跡群第11次調査 (幅地区)発掘調査概要」 平成13年

前沢町教育委員会  「明後沢遺跡群第14次発掘調査概要」 平成13年

前沢町教育委員会 前沢町埋蔵文化財調査報告第11集 「前沢町遺跡地図」

(財)岩手県埋蔵文化センター 調査報告書第317集 平成12年  「ナII岸場Ⅱ遺跡発掘調査 北上川流域改修事業発掘調査報告書」
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第1表 周辺の遺跡一覧表 (1)

No 遺 跡 名 種 月J 時  代  / 備  考
1 古城外ヶ沢 散布地 紹マ 前期 ・古 A
つ
る 明

後

沢

遺

跡

群

明 縫 沢 散布地・城館跡 ? 平安

3 八  郎  館 競館 跡 。散布 抽 紹マ・平を ,H4世

4 宗 角 館 城舘跡 平 を HH世

5
ム
同 野 散布地 平安

6 幅 散布地・瓦窯跡 ? 紹支・平窪
マ
イ 鳥 子 沢 散布地 7を H4‖

8 一副 堀 散布地 縄文・古代

9 九 郎 館 城館跡 中世

0 寺  ノ 上 散布地・城館跡 ? 古 代 率昌マ 巾 世

1 寺ノ上経塚 経塚 中世
９

， 長 者 館 城館跡 中世

3 高 日 向 散布地 弥生・平安

4 古城上野 散布地 紹 マ 由朝 ・苦代

5 雷  ネ申  I 散布地 縄文中期

6 古城合ノ沢 I 集落跡 ? 縄文古代

7 古 齢 合 ノ洲 1 散布地 縄 文

8 】ヒ    会盲 環濠屋敷跡 中世

9 】ヒ 会宮 ラ種I 散布地 古代

20 】ヒ 館 東Ⅱ 散布地 縄 文 古代
９

，
舘  合  下 散布地 平安

９
，
９
， 秒 子  田 散布地 古代

23 林 [ 散布地 古代

24 わ本    I 散布地 古代

25 中 田城 (樫山城 ) 城館跡 中世

26 内 ノ 町 環濠屋敷跡 中世

ワ
ｒ
９
， 寺 領 沖 散布地 古代

28 水 尻 散布地 縄文・古代

29 古城方八庁 散布地 古代・縄文

30 要 宝 散布地 紹マ・古代

31 亀 田 環濠犀敷跡 中世

32 上 ノ 台 環濠屋敷跡 中世

33 水  ノ ロ 集落跡 縄文・平安

34 六  日 入 城館跡 古代 。中世

35 檜 葉 田 散布地 平 安

36 松 葉 散布地 平 安
″
ｒ
０
０ 学 堂 散布地 平安

38 内 屋 敷 散布地 平 安

39 野 数布地 古代

40 ,11岸 場 ] 散布地 縄文晩期・弥生・平安

41 チII 岸 場 Ⅱ 集藩跡・環濠屋敷跡 縄文晩期・弥生・平安 。近世

42 大 室 経 塚 一字一石経塚 中世末

43 自 山 上 野 散布地 縄文後期

44 小 林 繁 長 散布地 縄文中期・晩期・弥生 。平安

45 上麻生城 (大麻生柵 ) 城館跡 古代。中世

46 高  田  I 散布地 縄 文

47 高 田 Ⅱ 散布地・環濠跡 縄文前期・中期・古代・中世

48 五 輪 経 塚 経塚 平安末

49 ノR、 幡 散布地 縄文晩期

50 彼 岸 田 散布地 縄文。平安
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第1表 周辺の遺跡一覧表 (2)

No 遺 跡 名 種 丹J 時  代  / 備  考
51 迎 畑 散布地 奈 良・平 安

52 学 堂  Ⅱ 散布地 古代

53 道 上 散布地 古代

54 I 日W 散布地 吉代

55 南 存 散布地 縄文

56 西館―字一石経塚 経塚 近 世

57 西 館 前 布 ltlJ・ 競 館 麻 紹 マ 終 朝 ・ 巾‖

58 層 ノ 膠 散布地 漁昌支 平 安

59 六 本 松 館 城館跡 中世
60 大林時 17ヾ

"ヾ "ヾ
)跡 寺院跡 中世・折 世

61 六本松長者屋敷 城館跡 (屋敷跡 ) 中世・近世
62 含 ノ 沢 A 散布地 縄文中期・平安。近世
63 含 ノ 沢 B 散布地 縄文前期
64 水ヽ 沢 散布地 縄 文

65 永 沢 東 散布地 縄 文

66 長 根 散布地 紹 支 ・ 旧石 器

67 徳 沢  Ⅱ 散布地 縄 文
Ｏ
Ｏ
企
∪ 新 城 I 城館跡 縄文・平安。中世
69 新 城 Ⅱ 散布地 縄文
70 新 城  Ⅲ その他の墓 近世
ウ
イ 舞 鶴 公 園 散布地 縄文中期・古代
９
，
フ
イ 徳沢一里塚 一里塚 近 世

73 徳 沢 散布地 糸亀文
74 照 井 館 散布地・城館跡 縄文前期・平安。中世
75 南 陣 場 散布地 縄文早期・前期
76 小 沢 口 散布地 縄文・平安
77 衣 関 散布地 平安
78 白 鳥 館 城館跡 縄 文・平 安 。中世

79 塔 ヶ 崎 寺院跡 ? 近世 ?
80 泊 ヶ 崎 散布地 縄文・平安
81 南陣場窯跡 窯跡 近世
82 前 沢 城 城館跡 中世

83 三沢氏居館跡 城館跡 近 世

84 専念寺山窯跡 窯 跡 近世
85 来  ヶ 島 散布地・環濠屋敷 中世。近世
86 安 倍 館 城館跡 ? 古代～中世
マ
イ
Ω
∪ 管 沢 栗落朋 平 安

88 谷 地 散布地 縄文後期
89 五 合 田 その他の墓 近 世

90 目呂木本杉 散布地 古 代

91 長 壇 高 畑 散布地 平 安

92 道 場 散布地 縄文

93 大 桜 集落跡 平安

94 養 ヶ 森 A 散布地 縄 文

95 養 ヶ 森 B 散布地 縄 文

96 養 ヶ 森 C 散布地 縄 文

97 養 ヶ 森 D 散布地 縄文
98 簾 森 散布地 縄 文

99 上 ノ 原 散布地 縄 文

100 blll 石 散布地 紹 文
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第1表 周辺の遺跡一覧表 (3)

No 遺 跡 名 種 月J 時 代 / 備  考
01 赤  坂 散布地 縄 文

02 ホ 娠  ] 散布地 平 安

03 赤 坂  Ⅲ 散布焔 組 文

04 駒 水 散布地 縄 文

05 陣 場 散布地 縄 文

06 柳 沢 散布地 紹 支

07 上 水 袖布 ltp 縄文後期
Ω
Ｏ
（
） 箱 根 設布地 縄文

09 主目 木 散布地 紹支終期 ・臨期

0 田 谷 散布地 平 安

1 生母長根 I 静 布 IIt。 経 阪 つ 組 ▼ ・平 孝 夫

９

， 生母長根 Ⅱ 締塚 ? 平安末 ?
3 気 仙 坊 塚 その他の塚 近世

4 生 母 宿 散布地・屋敷跡 旧石器 。折‖

5 書ｈ 谷 散布地 弥生

6 東館 (赤生津城 ) 城館跡 中世

7 二  子 散布地 紹支 中期

8 二 子  Ⅱ 散布地 巾世・折世

9 種 水 散布地 縄 文

20 峠 散布地 縄 文

21 赤 間 館 城館跡 ? 由世 9

22 新 田 散布地 糸電文

23 峠 I 散布地 縄 文

24 一夏 輪 散布地 縄文前期。中期

25 日 向 散布地 細 支

26 羽 場 館 城館跡 中世

27 宵 ノ 内 散布地 縄文

28 古 館 城館跡 中世

29 経 塚 山 経塚 ? 平安末 ?
30 安 寺 沢 散布地 縄 文

31 石 田 I 散布地 縄 文

32 一  盲  坂 散布地 平安

33 滝 ノ 沢 散布地 縄 文

34 六 本 松 散布地 縄文草創期

35 登満羽毛経塚 経塚 平安末

36 古森焼窯跡 窯跡 近世～近代
ワ
イ
０
０ 上 木 集藩跡・寺院跡 縄文前期・中期。中世

38 谷 地 前 散布地 縄 文

39 上 木 山 散布地 縄文

40 大 谷 地 散布地 弥 牛
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第5図 周辺の遺跡分布図
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Ⅲ 調査方法と室内整理

1.野外調査の方法

(1)調査区の設定              ′

調査区の設定は、南側調査区と北側調査区の2箇所あるため、広い南側調査区の中央を東西方向に横断す

るように基準点 1と 2を設けて基準線とした。この基準線に平行及び直交する線を4m間隔で引き、4X4mの

方眼とした。実際には直線の交点に杭を打設して区割りを行つた。

グリッドの起点を北西に定め、40× 40mを大区画とし、4× 4mの間隔で 10等分して小区画に細分化して

いる。大区画は起点から南にアルファベットの大文字A～ B、 東にローマ数字のI～Ⅲに設定し、小区画は南

にアルファベットの小文字 a～ j、 東に算用数字のO～ 9を付している。調査区の名称は大区画と小区画の

組み合わせでAI― aO、 BⅢ -19と いうように表示した。基準点1・ 2の成果値 (世界測地系)は公共座標

上で以下の通りである。

基準点l X=-102,104.000   Y=25,788.000   H=78.252m

基準点2 X=-102,104.000   Y=25,788,000   H=77.389m

(2)粗掘り・遺構検出

調査区域内の数力所にトレンチを入れて検出面までの深さや層序の確認をした上で、表上の除去を重機で

行つた。遺構検出面までの土層の除去は人力で行つた。検出面はI層上位である。

(3)遺構の精査・出土遺物の取り上げ

遺構の精査は竪穴住居跡を4分法、掘立柱建物跡・陥し穴状遺構・土坑を2分法、溝状遺構・堀跡について

は数力所に上層確認のための上層断面を残して掘 り下げた。精査の段階で図面の作成や写真撮影等必要な記

録をとった。出土遺物の取 り上げは、遺構内のものは遺構名、遺構外のものは小グリッド単位で記入して取

り上げた。

(4)実測

実測は、簡易遣り方測量で行つた。実測図は原則として20分の1の縮尺で平面図・断面図を作成した。住

居跡、溝状遺構、堀跡等では40分の 1の縮尺で図面を作成した。

(5)写真撮影

写真撮影には、6× 7cmモ ノクロ1台、35mm判のモノクロとカラーリバーサル各 1台 を使用し、遺構の平面

図・断面図、遺物の出土状況を中心に撮影した。

-11-



2.室内整理

(1)作業手順

遺構については、現地で作成した実測図の点検、合成、第2原図の作成( トレース、図版作成の順に進め

た。遺物については、接合、復元、仕分け、登録を行つた後、原則として実測図の作成、 トレース、写真撮

影、図版作成の順に進めた。

(2)違構図版・遺物図版

報告書に掲載した遺構図版の縮尺は以下の通りである。

・竪穴住居跡の平面図・断面図・焼上の断面…1/60 ・柱穴の断面中01/120

・溝状遺構の平面図…1/150 断面図…1/75

・堀跡の平面図・断面図―・1/20

・土坑の平面図・断面図…・1/40

。遺物図版の縮尺は、土器・鉄製品 。拓本 1/2、 1/3である。遺構やその他の写真の縮尺は不定である。なお、

遺物図版掲載番号と写真図版掲載番号とは符号する。

・遺構図版における土層断面図には、層位毎に数字を付して色調、土性、混入物等を記してある。

・遺構図版、遺物図版を作成するにあたって、使用したスクリーントーンの種別と土器実測図の凡例は第6

図の通りである。

・掘立柱建物跡の平面図・断面図―・1/120

・陥し穴状遺構の平面図・断面図……1/40

ロクロ使用

EttΞこ]焼土 圏 炭化物   鰯炭 [正 三コ
石

ヨヨナデ

第 6図 凡例

手捏ね

須恵器
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Ⅳ 検出された遺橋と出土遺物

1.縄文時代の遺橋と出土遺物

(1)陥し穴状遺橋 (第 8図、写真図版5)

<位置・検出状況・重複> 南側調査区北西部のAI― j3～AI― j4に位置し、1層上面で検出された。西側が

溝と重複している。浦より古い。

<規模・構造・方向> 開口部3.7× 0.72m、 底部4.6× 0.44m、 深さ1,lmで、縦断面形はフラスコ状にな

つている。長軸方向は東一西方向である。

<埋土 > 黒褐色土シルトを主体として8層 に分かれており、下部は粘土質土である。

<遺物> 出上していない。

<時期 > 形状や類例から縄文時代のものと考える。

(2)遺物

南調査区の2号溝の埋土から、縄文晩期の鉢の日縁部 1点が出土した。縁に刻みがあり、3条の平行沈線が

入っている。

北側調査区北東部から縄文後期の鉢の体部と底部の2点が出土した。同一個体と考えられる。胎上に砂が

多く混じり摩耗が激しい。特徴は底部が正方形を呈し、体部で大きく内湾する形になっている。

2.中世の遺構と遺構内出土遺物

(1)竪穴住居跡 (第9図、写真図版3)

<位置 。検出状況・重複> 南側調査区の北東部隅、BI― al,a2・ bl・ b2グ リットに位置する。Ⅱ層上面

の黒色土からプランが検出された。西壁南側と南壁が、溝と重複し一部削平されている。溝より古い。

<平面形・規模 > 平面形は歪みのある隅丸方形を呈している。規模は3.40× 3.15mで ある。

<埋土 > 埋土上位層は暗褐色上に地山の黄褐色土ブロックが混入している。下位層は黄褐色土、灰黄褐色

土粒が多く混じつている。

<壁・床 > 床面はほぼ平坦で堅 く締まり、床面から急傾斜状に壁が立ち上がっている。壁高は東壁 22cm、

西壁33cm、 南壁 1 9cm、 北壁38cmで ある。南壁は溝に削平され低 くなつている。

<柱穴 > 主柱穴の配置は、 Pit l・ 4・ 5・ 12の 4基で方形を形成しており、壁に沿つて7基の柱穴が巡つ

ている。また、床面にも7基柱穴がある。
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よ_1陥I鐵誰琲 騨ヽ:繋琶盤出懲:纏翠量i癬達-2恕撒子
ヨ.10YR3/34綺 色シルト 6/3黄禍色(地山粒)10% 3/2黒色1●/Oaむ
竪く締まる 粘性あり

4‐ 10YR4/6ntと 3/3暗褐色に温含土 堅く締まる 粘性あり
5 1pYR4/6褐色粘上質土 締まりあり 粘性あり
6 1oYR4/3に ぶい黄褐色粘土質土  締まりあり 粘性あつ
7 10YR5/6黄禍色シルト 堅く締まる 粘性あり
E.19YR4/6褐色粘土質上  1堅く締まる 粘性あり

0           1:40 2m

第8図 陥し穴状遺情
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下哩

ヽ

A― Al・ B― BI
l.10YR4/3暗 褐色 5/8黄褐色 3/3暗褐色 5/6責褐色の混合土 堅く締まる 粘性あり
2 10YR3/3暗 褐色 4/4褐色 5/6黄褐色の混合土 堅く締まる 粘性あり
3 10YR2/3黒 褐色 4/6褐色 5/6黄褐色の混合土 堅く締まる 粘性あり
4 10YR3/3暗褐色 堅く締まる 粘性あり
5 10YR5/6黄 褐色 3/3晴褐色30%含む粘土質土 堅く締まる 粘性あり
6 10YR4/6褐 色 堅く締まる 粘性あり
7 10YR2/3黒 褐色 4/6褐色 3/4暗褐色 8/3浅黄橙の混合上 堅く締まる 粘性あり
8 10YR6/2灰 黄褐色と3/3暗褐色の混含土 堅く締まる 粘性あり
9 25YR4/6赤 褐色と5YR5/6明 赤褐色の混合土 焼土堅く締まる 粘性あり
10 2 5YR3/6暗 赤褐色 堅く締まる 粘性あり

C― CI
1 25YR4/6赤褐色と5YR5/6明赤褐色の混合土 焼土 堅く締まる 粘性あり
2 2 5YR3/6暗赤褐色 堅く締まる 粘性あり

第9図 竪穴住居跡

-17-

ヂ̈
0       1160      2m

し=77490m L‐77490m



第2表 竪穴住居跡柱穴一覧表

柱穴No. 直径cm 深さcm 柱穴No 直径cm 深さcm 柱穴No. 直径cm 深さcm

l 23× 26 21 2 7 28× 30 32.0 13 18× 20 106

2 29× 36 37.2 8 14× 18 7.2 14 18× 30 54

3 23× 34 358 9 11× 14 15,4 15 17× 24 2.9

4 21× 34 28.4 10 14× 16 19.5 16 40× 57 8.5

5 23× 24 255 22X30 11.4

6 23× 27 10.5 ９

４ 22× 25 23.0

<焼土> 床面中央部よりやや東に位置する。約45× 54cmの不正形の範囲に、最大3～6cmの厚さで焼土層
が検出された。上位層は2.5YR4/6赤 褐色と5YR5/6明褐色の混土と下位層は5YR3/6暗褐色の2層になってい

る。

<炉 > 検出されなかつた。

<その他 > 床面中央から炭化物が広範囲で検出された。炭化物の鑑定は床面A B Cか ら採取し鑑定を

して頂いた。Aはタモの木、B,Cは 判定不能であつた。

<遺物 >(第 25図、写真図版 15)

床面北壁寄 り埋土から、鉄製の鎌の一部が出土している。大きさは1 3cmで頸部から刃部にかけての部分で、

両端は欠損している。

<時期 > 柱穴の配置の特徴から、中世の住居跡と考えられる。

(2)掘立柱建物跡 (第 10・ 11図、写真図版4)

<位置> 南側調査区南西部のB。 ―b5～ B。 ―b7か らB。 ―d4～ B。 ―e6で検出された。
<規模・方向・構造 > 南北4間 10,05m、 東西 1間 4.56mの 棟方向は南北方向の建物である。東西両側に約
lm幅の庇を備えている。

<柱配置・柱間> 柱配置は、長方形を呈し整然と配置されている。南北方向の柱間は、東側P5-Pl:

1.89m、 Pl― P2:1.85m、  P2-P3:1.78m、  P3-P4:2.17m、  F町狽JP22-P2111.83m、  P21-P20:

1.98m、 P20-P19:1.80m、 P19-P14:2.20mで ある。東西の柱間は、南側p22-P5:456m、 北側

P14-P4:4.56mで ある。北側のP4-P3と P14-P19の 間隔が約220mと 他の3間 より30～40cm広めに取ら

れているのが分かる。

<掘 り方 > 柱穴の掘 り方は径44× 42cm～ 56× 49cmで、平均47cmの円形及び楕円形を呈し、深さは52～

75cmあ る。また、庇も主柱に平行に配置されており柱穴の径23× 23～ 33× 29cm、 径平均26.3cm、 深さ52

～72cmである。

埋土は、 2～ 4層からなり黒褐色土～暗褐色土が主体で構成され、黄褐色土～にぶい黄褐色上、及び炭化

物が混入し、締まりはあるが幾分柔らかい。柱痕はPlで確認され、径 1 7cmの 円形である。他の3基の土層は

上下に分かれる2層である。

<その他 > 建物跡肉の西側を5号・6号溝が南北方向に走りPl・ P20,P26・ P27を削平している。溝が

新しい。また、東側中央上に7号溝が2mほ ど建物の敷地内を通つているが、切 り合いがないため新旧は不明

である。

<遺物 > P4埋土下位から、かわらけ22が出土している。

<時期 > 時期は不明である。
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(3)土坑

1号土坑 (第 12図、写真図版5)

<位置 。検出状況 > 南側調査区BI― e7に位置し、Ⅱ層上面で検出された。

<規模・平面形 > 開日部87× 82cm、 底部50X49cm、 深さ99.3cmの 円形を呈する。

<形態> 底面から直線的に立ち上がり、断面形は逆台形である。

<埋土 > 黒褐色土～暗褐色土を主体に、地山粒を合み、底部は締まりにかけるが、上層にいくにしたがつ

て硬く締まる。

<遺物 > 土師器1の小片が 1点出土した。甕の頚部～日縁部で、胎土は砂粒を含み金雲母が混入し、日縁部

は外反している。

<時期> 中世と考えられる。

2号土坑 (第 12図、写真図版5)

<位置・検出状況・重複 > 南側調査区BI一 d7～BI― e7に位置し、Ⅱ層上面で検出された。北側の一部が

3号土坑と重複し、2号土坑が新しい。

<規模・平面形 > 開日部 103× 0.9m、 底部53× 46cm、 深さ106mの 円形を呈する。

<形態> 底面から直線的に立ち上がり、断面形は逆台形である。

<埋上 > 暗褐色上を主体に、褐色上を含み、底部は締まりにかけるが、上層にいくにしたがつて硬 く締ま

る。

<遺物 > 2の須恵器破片が 1点出土した。甕の体部で、叩き日と内側には当て具痕が見られる。胎土は砂粒

を小量含んでいる力1き め細かい。

<時期> 中世と考えられる。

3号土坑 (第 12図、写真図版6)

<位置 。検出状況・重複 > 南側調査区BI― d7に位置し、1層上面で検出された。南側の一部が2号土坑と

重複している。3号土坑が古い。

<規模・平面形 > 開口部2,17× 13m、 底部1.87× 1.Om、 深さ1 3cmの楕円形を呈する。

<形態> 底面から内彎し立ち上がり、浅い皿状になつている。

<埋土 > 暗褐色上を主体に褐色上を含み、粘性があり硬 く締まる。

<遺物 > かわらけが 3点出土した。いずれもロクロ形成でヨコナデが施されている。かわらけ4が静止糸

切り痕、5,6では回転糸切り痕が見られ、 15世紀のものと考えられる。

<時期> 出土遺物から中世のものと考えられる。

4号土坑 (第 12図、写真図版6)

<位置・検出状況・重複 > 南側調査区BI一 f9に位置し、Ⅱ層上面で検出された。北側の一部が溝と重複

している。4号土坑が古い。

<規模・平面形 > 開日部1.84× 1.78m、 底部1.15× 0,98m、 深さ1.17mで開日部は円形を呈する。

<形態> 底面から開日部まで直線的に立ち上がり、断面形は逆台形になつている。

<埋土 > 褐色土～晴褐色上を主体に、地山の黄褐色土を含む。 3層約 10～40cmの深さの所に10～20cmの
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1号土坑

為 崖

A―AI
l 10YR3/3暗 褐色シルト 5/8黄褐色 (地山粒)15%含む
堅く締まる 粘性あり
2 10YR3/2黒褐色と5/8責褐色 (地山粒)の混合上
よく締まる 粘性あり
3 10YR2/3黒褐色シルト 5/8黄褐色 (地山粒)1%含 む
よく締まる 粘性あり
4 10YR3/3暗褐色シルト 5/8黄褐色 (地山粒)20/O含む
やや締まる 粘性あり
5 10YR2/3黒褐色シルト 5/8黄褐色 (地山粒)10%含む
締まりに欠ける 粘性あり

4号土坑

崖

A―Ai             S
1 10YR3/4暗 褐色と5/6責褐色の混合土
2 10YR4/4褐色 7/6明黄褐色20/0 5/6黄褐色7%含む 堅く締まる 粘性あり
3 10YR3/4暗褐色 5/6黄褐色3%含む 堅く締まる 粘性あり
4 10YR3/4暗褐色 5/6黄褐色5%含む 堅く締まる 粘性あり
5 10YR3/3暗褐色 堅く締まる 粘性あり
6 10YR3/4暗褐色 4/6褐色40%含む 堅く締まる 粘性あり

第 12図  1～ 5号土坑

崖

1 7 5YR3/4暗褐色 4/4褐色5%含む
s   堅く締まる 粘性あり
2 10YR3/4暗褐色 4/4褐色100/o含む
柔らかい締まり粘性あり
3 10YR3/4暗褐色 4/4褐色20%含む
柔らかい締まり 粘性あり
10YR3/4暗 褐色 4/4褐色7%含む
柔らかい締まり 粘性あり
10YR3/4暗褐色 3/4褐色10%合む
柔らかい締まり 粘性あり
10YR3/3暗褐色 N15/0黒色1%含む
堅く締まる 粘性あり
10YR4/4褐色粘土質土
堅く締まる 粘性あり

5号土坑

崖

れ

卜:F」と_L‐ 78090m ″引

崖 L‐ 78090m

れ

れ

荏 聴Ю的 →

A― A'
1 7 5YR3/4暗褐色と2/3極暗褐色の混合上
竪く締まる 粘性あり
7 5YR3/4嗜褐色と3/61こぶい褐色の混合土
堅く締まる 粘性あり
10YR3/4暗褐色と7 5YR3/4暗褐色の混合土
堅く締まる 粘性あり
7 5YR3/4暗褐色と4/6褐色の混合土
堅く締まる 粘性あり
0        1:40        2m
|
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石が人為的に捨てられていた。また、遺物も石の上に捨てられた形で出上している。粘性があり堅 く締まる。

<遺物> 須恵器 3点、中国産陶器の破片 2点が出土している。須恵器 7・ 9は甕の体部で、叩き日と内面に

当て具痕が同様に見られ、須恵器8の底部も出土している。中国産陶器 10・ Hの壺2点は、同一個体で壷の

体部上半から頸部部分である。褐釉が両面に施され明褐色で、約5cmの耳が 1つ付き、波状沈線が2点に見ら

オしる。

<時期> 中国産陶器が日本に入つてくるのが、鎌倉・室町からまでであることと、須恵器から見て中世と

考えられる。

5号土坑 (第 12図、写真図版6)

<位置・検出状況 > 南側調査区BⅡ ―dO～ BI― dllこ位置し、Ⅱ層上面で検出された。

<規模・平面形 > 開日部93× 88cm、 底部74× 74cm、 深さ81.4cmで 開口部は円形を呈する。

<形態> 底面から開日部まで直線的に立ち上がり、断面形は逆台形になつている。

<埋土> 暗褐色土を主体に、極暗褐色土または、にぶい褐色土を含む。粘性があり硬 く締まる。

<遺物> 出上していない。

<時期> 時期不明。

6号土坑 (第 13図、写真図版7)

<位置 。検出状況・重複> 南側調査区BI― cOに位置し、Ⅱ層上面で検出された。

<規模・平面形 > 開口部93× 86cm、 底部56× 54cm、 深さ67.lcmで 開口部は円形を呈する。

<形態> 中位からやや外反して立ち上がり、断面形は逆台形になつている。

<埋土 > 褐色土～黒褐色土を主体に、地山の黄褐色土を含む。

<遺物 > かわらけ1点が出上している。底部～体部の破片でロクロ形成されヨヨナデが見られる。底部か

ら口縁部に緩やかに立ち上がっている。さらに日縁部の割れ日の厚さが8mmあ ることから大きなかわらけで

あることが推測される。

<時期> 中世と考えられる。

7号土坑 (第 13図、写真図版7)

<位置・検出状況・重複 > 南側調査区BI―拠に位置し、Ⅱ層上面で検出された。溝が中央上部を東西方向

に横切つている。溝の精査中に底部が深く広がつてきた為に土坑の存在に気付いた。7号土坑が古い。

<規模・平面形 > 開日部 1.42× 1,15m、 底部 1.24× 0,78m、 深さ78.5cmで 開口部は不正な楕円形を呈す

る。

<形態> 底面が平らで広 くできている。底面中央部から柱穴跡が検出された。規模は直径22× 2 1cm、 深さ

25.8cmで ある。中位付近に段差が見られる。検出当初は土坑と判断していたが、底部の柱穴跡が杭を立てて

いた柱穴であるとすれば、陥し穴状遺構の可能性もあると考えられる。

<埋土 > 土層注記記載なし。土坑であることが分かつたのが遅かつた為に埋土を確認できなかった。

<遺物 > 出土しない。

<時期 > 時期不明。
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6号土坑

ド全と__とと78‐200m  碧

為 卜

A― A'

1 10YR2/3黒 褐色 5お賛褐a30/O合

` 
墜(締まる

2 10YR3/4暗褐色 5お責褐色15%含む 堅く締まる
3.10YR5/64褐色粘土質土 堅く1締まる 粘性あり
4 10YR4/6褐色 β/4暗禍色50%合む 塁く締まる
S 10YR4/6褐色 3/4暗褐包 0%含む 塁く締まる

粘性あり
粘性あり

粘性あり
粘性あり

8号土坑 9号土坑

ド
生=_と=73.230m             碧

占

μ m硲臨 璃

? 
「
rO  ttm

均
碧 ド

第 13図  6～9暑土坑

7号土坑
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8号土坑 (第 13図 )

<位置・検出状況 > 南側調査区BI― e5～BI― e61こ位置し、1層上面で検出された。

<規模・平面形 > 開日部99× 87cm、 底部83× 77cm、 深さ45cmで開日部は不整な橋円形を呈する。

<形態 > 底部は西側から東側に向けて下に傾斜 している。壁面西側は底部から垂直に立ち上がっている。

また、東側は上の下に緩やかな立ち上が りを見せている。

<埋土 > 土層注記記載なし。

<遺物 > 出上していない。

<時期 > 時期不明。

9号土坑 (第 13図、写真図販7)

<位置・検出状況・重複 > 南側調査区BⅡ ― g llこ位置し、Ⅱ層上面で検出された。1号堀の東斜面上に位

置し開日部西側が重複している。堀との新旧関係は不明である。

<規模・平面形 > 開口部88× 79cm、 底部58× 52cm、 深さ63.4cmで 開日部は円形を呈する。

<形態 > 1号堀の東斜面に位置している為、開口部西側が重複し低 くなつている。

<埋土 > 土層注記記載なし。

<遺物 > 出土していない。

<時期 > 時期不明。

10号土坑 (第 14図、写真図版7)

<位置・検出状況 。重複 > 北側調査区AⅢ ―13に位置し、地山面で検出された。南側の一部が調査区域外

にある。

<規模 。平面形 > 開口部2.91× 1.51m(調査区域外 )、 深さ52.4cmで 開日部は長方形を呈する。南側が調査

区域外にあるため、方形若しくは長方形と推察される。

<形態> 底部はほぼ平らで壁面が垂直に立ち上がっている。

<埋土 > 褐色土～暗褐色上を主体として、地山粒、黄褐色上、にぶい橙色土等を含む。

<遺物 > 出土していない。

<時期 > 時期不明。

11号土坑 (第 14図、写真図販7)

<位置・検出状況 > 北側調査区AⅡ ―e2に位置し、地山面で検出された。南側の一部が調査区域外にある。

<規模・平面形> 開日部2.36× 2.17m、 底部87× 69cm、 深さ72cmで開日部は楕円形を呈する。

<形態> 底部から壁面が外側45°方向に外傾しながら立ち上がる。

<埋土 > 黒褐色土～褐色土を主体に、地山粒、炭化物粒、焼土粒等を含む。

<遺物> かわらけ13～ 16の4点が出上し、いずれも15世紀のものと考えられる。
<時期> 出土遺物から中世と考えられる。
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10号土坑

碧 崖

荏  L‐
76970m 当

A― AI

l 10YR3μ暗褐色 堅く締まる 粘性あり
2 10YR4/4褐 色 7 5YR6/6褐 色2%含む 堅く締まる 粘性あり
3 10YR4/4褐 色 7/41こ ぶい橙色150/O N2/0黒色2% 7 5YR4/6褐色3%含む
堅く締まる 粘性あり
4 10YR4/4褐 色 5/6黄掲色10%含む 堅く締まる 粘性あり
5 10YR4/4褐 色 N2/0黒 色300/0 7 5YR2/3極 暗褐色 4/6褐色3%含む
堅く締まる 粘性あり
6 10YR4/4褐 色 7/4に ぶい橙色3% 5/6黄褐色30/O 堅く締まる 粘性あり
7 10YR7/4に ぶい橙色 6/8明黄褐色5% 4/4褐色5%含む粘土質土
堅く締まる 粘性あり
8 10Yttμ 褐色と5/6黄褐色300/Oの 混合土 堅く締まる 粘性あり

卜

A― A'

1 10YR2/2黒 褐色粘土質シルト 炭化物粒状lmm2%合む 堅く締まる
粘性強い 遺物含む
2 10YR2/3黒 褐色粘土質シルト 堅く締まる 粘性あり
3 10YR3/3暗 褐色粘土質シルト 焼土粒含む 堅く締まる 粘性あり
4 10YR4/3に ぶい黄褐色粘土質シルト 堅く締まる 粘性あり
5 10YR4/2灰 黄褐色粘土質シルト 5/8黄褐色 (地山)プロック状に含む
堅く締まる 粘性強い

0         1:40        2m

―

―

―

荏  L‐
76620m 4

第 14図  10。 11号土坑

調査区域外

H号土坑
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(4)柱穴遺橋 (第 15～ 18図 )

<位置・検出状況 > 南側調査区から250基 (掘立柱建物跡の20基含む )、 北側調査区から6基合わせて、

256基検出された。検出状況は、ほとんどが Ⅱ層上面からの検出であるが溝状遺構、堀跡斜面等の他の遺構

内からもある。

<規模・平面形 > 直径は14× 15～ 56× 59cm、 深さ4,7～ 77.4cmで、円形状が大部分を占める。

<埋土> 褐色土～暗褐色土を主体とし、貢褐色上が混じる。

<遺物 > P14の埋土から22のかわらけ 1点が出上した。

<時期> 時期は不明。

(5)溝跡

1号溝跡 (第 19図、写真図版8)

<位置・検出状況 。重複> 南側調査区の北側に位置し、北西BI― b3か らAI― i4ま で北に向かい大きく南

東方向に曲がりBI― b2に達する。Ⅱ層上位面で検出した。8号浦力法 I― i6～BI一 b2ま で溝中央から南壁

を切り平行している。また、BI― bl・ 2で住居跡の西側壁と南側壁を切 り、北東部を14号溝が横切る。新旧

関係は不明であるが、8号より古く住居跡より新しい。

<規模・平面形・方向> 上幅071～ 1,04m(1,8号 0.64～ 1.54m)、 下幅55～ 7 1cm(卜 8号 10～ 40cm)、

深さ30.1～ 49,9cm、 全長47.55mにわたつて検出された。方向は南―北から大きく右に曲がり西―東へ向か

っている。

<埋土> 褐色土～暗褐色土が主体で黄褐色土が混じる。

<遺物> 手捏ねかわらけ19の 1点が出土し、 15世紀のものと考えられる。

<時期 > 出土遺物および、住居跡より新しいことから中世と考える。

2号溝 (第20図、写真図版9)

<位置・検出状況・重複> 南側調査区西側BI― a3～ BI― e3に位置する。Ⅱ層上面で検出した。南端で3

号浦につながる形になつている。

<規模 。平面形・方向> 上幅30～ 60cm、 下幅 18～ 49cm、 深さ0.8～ 14.5cm、 全長は1548mである。方向

は北一南である。

<埋土 > 褐色土～暗褐色上が主体で黄褐色土が混じる。

<遺物 > 縄文晩期20の鉢の口縁部分 1点が出上した。

<時期 > 縄文晩期の出土遺物は1点のみであることから、流れ込みの可能J1/Lがあり時期は特定できない。

3号溝跡 (第20図、写真図版9)

<位置・検出状況・重複 > 南側調査区南西隅BI― d3～ BI― f4に位置する。Ⅱ層上面で検出した。中央付近

で2号溝が直交する形になつている。東側で7号土抗と重複し、土抗より溝が新しい。また、東端で4号溝と

重複する。新旧関係は切り合いで3号溝の方が幾分多く残つているが、立ち上がりが急なため特定はできな

い 。

<規模・平面形・方向> 上幅76～ 94cm、 下幅 18～ 43cm、 深さ10,9～ 37.7cm、 全長 19・ 40m、 西一南東に

向かい南方向に緩やかに弧を描いている。
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第3表 柱穴一覧表 単位 :cm
柱穴No 直径 深 さ 柱穴No. 直径 深 さ 柱穴No 直径 深 さ

1 48× 53 630 53 23× 23 27.0 105 32× 33 307
2 56× 59 69,O 54 33× 36 434 106 33× 36 480
3 46× 49 520 55 23× 26 198 107 19× 23 31.2
4 44× 53 60,O 56 22× 28 232 108 17× 20 864
5 45× 49 630 57 22× 27 107 109 23× 24 67.4
6 23× 33 358 58 14× 16 31,O 1 O 23× 24 29.6
7 29× 32 86.O 59 16× 20 325 1 1 20× 23 29,1
8 20× 23 561 60 ― ×40 30,3 1 2 28× 28 637
9 23× 24 556 61 27× 30 37.1 1 3 30× 32 776
O 25× 26 29.2 62 23× 24 21 2 1 4 86× 43 60.2
1 26× 28 44.6 63 33× 35 26.5 1 5 33× 42 658
2 23× 25 64 23× 30 232 1 6 33× 38 24.9
3 16× 20 330 65 25× 35 300 l 7 34× 49 38.O
4 44× 50 750 66 27× 29 32.2 1 8 48× 57 39.3
5 14× 36 323 67 31× 31 475 1 9 25× 35 196
6 27× 38 68 14× 30 21 9 120 35× 39 51 3
7 25× 30 69 26× 32 19 1 121 37× 47 367
8 24× 28 70 28× 34 426 122 29× 35 32.5
9 42× 44 680 71 19× 24 31.4 123 35× 44 286
20 42× 54 339 72 25× 30 170 124 24× 30 29.8
21 43× 48 720 73 18× 32 367 125 22× 28 34.2
22 4 1× 52 69.0 74 19× 27 268 126 26× 34 336
23 26× 28 445 75 24× 28 21 0 127 34× 42 40.8
24 24× 27 323 76 17× 18 10,8 128 20× 26 194
25 23× 23 23.1 77 18× 27 17.3 129 19× 24 29,9
26 27× 一 438 78 20× 27 31 9 130 34× 46 41,9
27 24× 28 206 79 18× 20 1 1 1 131 20× 26 134
28 25× 35 40.8 80 31× 36 31.4 132 27× 50 26.6
29 50× 56 293 81 31× 一 327 133 45X60 47.7
30 26× 28 123 82 28× 一 482 134 37× 42 220
31 28× 32 380 83 14X30 139 135 33× 36 15,3
32 22× 24 436 84 14× 16 14.2 136 26× 30 164
33 16× 19 29.2 85 16× 24 207 137 30× 31 35,3
34 25× 25 15,2 86 32× 34 348 138 25× 41 135
35 25× 26 15,0 87 22× 38 241 139 27× 31 22,9
36 35× 38 52.5 88 25× 28 16.6 140 36× 53 41 3
37 37× 42 60,9 89 7× 29 101 141 20× 36 21.O
38 45× 48 51.5 90 6× 24 13.0 142 28× 30 27.7
39 38× 39 390 91 7× 35 258 143 30× 39 305
40 16× 25 134 92 8× 25 22.4 144 22× 35 166
41 17× 20 24.5 98 8× 18 850 145 26× 26 23.5
42 43× 52 359 94 25× 28 30,6 146 46X59 39.6
43 32× 38 20,6 95 26× 30 285 147 29× 35 21 6
44 22× 23 229 96 23× 26 235 148 28× 一 35,O
45 22× 25 132 97 35× 37 20.2 149 25× 一 19 1
46 24× 24 147 98 26× 32 369 150 17× 39 30.6
47 30× 33 13.0 99 26× 30 58.8 151 18× 24 34.5
48 26× 27 144 100 26× 35 384 152 20× 25 10.O
49 24× 29 82 101 34× 40 51,9 153 16× 17
50 38× 93 49.2 102 23× 26 41 1 154 17× 18
51 38× 98 45.4 103 30× 37 354 155 17× 25
52 28× 28 253 104 31× 32 170 156 17× 21 290
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柱穴No 直径 深 さ 柱穴No. 直径 深 さ 柱穴No 直径 深 さ

157 30× 32 214 191 17× 22 22,7 225 22× 28 22.5
158 22× 24 232 192 14× 15 112 226 55X39 32.1
159 24× 27 284 193 15× 16 138 227 30× 37 308
160 18× 24 41 0 194 16X17 47 228 19× 22 15.2
161 27× 33 350 195 15× 28 15.5 229 18× 23 460
162 20× 23 41 0 196 29× 35 19,9 230 20× 27 SO O
163 24× 26 388 197 29× 30 32.2 231 32× 34 41.5
164 31× 34 38.5 198 28× 30 235 232 28× 44 506
165 24× 24 227 199 25× 28 39,8 233 36× 40 117
166 17× 20 155 200 28× 29 249 234 28× 30 48.4
167 41× 44 46.6 201 30× 34 386 235 17× 18 31.3
168 42× 44 335 202 27× 32 28.8 236 24× 34 32.6
169 24× 26 38,0 203 25× 25 378 237 25× 26 44.8
170 42× 47 27 1 204 25× 27 12.6 238 34× 42 41 0
171 21× 27 37.8 205 30× 38 865 239 38× 57 28.2
172 18× 23 12.1 206 一 ×36 507 240 28× 33 440
173 17× 25 11 5 207 25× 29 44,7 241 32× 35 164
174 25× 28 398 208 39× 46 61 6 242 22× 25 97

175 26× 28 135 209 22× 33 22,8 243 32× 38 255
176 25× 26 287 2 O 24× 26 368 244 34× 42 57.0
177 19× 23 7.5 2 1 50× 58 67.4 245 27× 39 89

178 31× 35 238 2 2 30× 40 10.9 246 16× 23 19,1
179 22× 22 17.3 2 3 ― ×34 774 247 19× 23 16.7
180 30× 34 168 2 4 40× 42 143 248 22× 30 174
181 36× 42 178 2 5 27× 30 535 249 25× 80 22.6
182 42× 44 47.1 2 6 34× 57 61.4 250 25× 29 203
183 25× 26 245 2 7 36× 47 241 251 20× 22 34.5
184 29× 42 498 2 8 24× 27 28.1 252 35× 43 41 5
185 30× 30 348 2 9 18× 23 189 253 47× 57 28.5
186 40× 46 18.6 220 27× 30 263 254 25× 26 133
187 26× 30 629 221 38X34 42.3 255 38× 42 194
188 44× 46 25,7 222 19× 24 248 256 25× 28 21,7
189 34× 36 100 223 22X26 17,1
190 25× 29 17.4 224 15× 2 1 38.2

<埋土> 褐色土～暗褐色土が主体で黄褐色土混じる。

<遺物 > 出土していない。

<時期 > 時期不明。
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4号清跡 (第20図、写真図版9)

<位置・検出状況・重複 > 南側調査区南西隅BI― d3～BI― f4に位置する。Ⅱ層上面で検出した。東端で3
号溝と重複する。新旧関係は切 り合いで3号溝の方が幾分多く残つているが、立ち上がりが急なため特定は

できない。

<規模・平面形・方向> 上幅30～ 72cm、 下幅 10～ 24cm、 深さ207～ 47.7cm、 全長 18・ 28m、 西一南東に
向かい南方向に緩やかに弧を描いている。

<埋土 > 褐色土～暗褐色上が主体で黄褐色土混じる。
<遺物 > 出土していない。
<時期 > 時期不明。

5号溝跡 (第21図、写真図版10)

<位置・検出状況・重複 > 南側調査区西側AI-15～BI― f5に位置する。Ⅱ層上面で検出した。調査区を南
北に縦断し、北端で1号溝に直交し南端で4号に交わる。BI一 a5から6号濤と一部重複する。途中から平行し

て流れ南端で再度重複する。5号濤が新しい。また、掘立柱建物跡南西側を通 り、柱穴P2・ P26と 重複して

いる。5号溝が新しい。

<規模・平面形・方向>上 幅38～ 64cm、 下幅5～ 34cm、 深さ131～ 38,9cm、 全長28,90m、 南―北方向に
ほば直線的に続いている。

<埋土 > 暗褐色土～黒暗褐色上が主体である。
<遺物 > 出土していない。
<時期 > 時期不明。

6号溝跡 (第21図、写真図版10)

<位置・検出状況・重複 > 南側調査区西側AI― a5～ BI― f5に位置する。Ⅱ層上面で検出した。BI― a5か
ら5号溝と一部重複し途中から平行して流れ南端で再度重複する。新旧関係は6号溝が古い。また、掘立柱建

物跡南西側を通 り、柱穴P19・ P27と 重複し6号溝が新しい。

<規模 。平面形・方向>開 口部 16～ 64cm、 底部幅6～ 30cm、 深さ15～ 24.4cm、 全長21・ 62m、 南―北方向
にほぼ直線に続いている。

<埋土 > 暗褐色土～黒暗褐色土が主体である。
<遺物 > 出土していない。
<時期 > 時期不明。

7号清跡 (第21図、写真図版10)

<位置・検出状況・重複 > 南側調査区BI― c6～ BⅡ ―dllこ位置する。I層上面で検出した。掘立柱建物跡
北東の床面から東端の1号堀跡に続いている。新旧関係は切り合いがないため不明。堀との新旧関係も不明

である。

<規模・平面形・方向> 上幅20～ 76cm、 下幅4～ 26cm、 深さ3.0～ 21.4cm、 全長22.8m、 西―東方向にほ
ぼ直線的である。

<埋土 > 暗褐色土～黄褐色土が主体である。
<遺物 > 出土てしいない。
<時期 > 時期不明。
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8号清跡 (第 19図、写真図版8)

<位置・検出状況 。重複 > 南側調査区の北側AI-16～BI― b221こ位置する。AI― i6か ら1号溝と引ヒ西部

から南壁を切 り重複する。また、BI― bl・ 2で住居跡の西側壁と南側壁を切つていることから8号溝が新し

い。東側を14号溝が交差しているが新旧関係は不明である。

<規模・平面形・方向> 上幅064～ 1.54m、 下幅 10～ 40cm、 深さ30.1～ 49.9cm、 全長 12.55mに わたつ

て検出された。南に緩やかな弧を描きながら西―東に続いている。

<埋土> 褐色土～暗褐色上が主体で、黄褐色上が混じる。

<遺物 > 出上していない。

<時期 > 1号濤より新しいことから中世と考えられる。

9号清跡 (第 19図、写真図版8)

<位置・検出状況・重複> 南側調査区北側AI― i6～AI一 j9に位置する。I層上面で検出した。西側で 1号

濤とつながつている。東側で 14号溝が交差しているが新旧関係は不明である。

<規模・平面形・方向> 上幅38～ 7 1cm、 下幅 18～ 48cm、 深さ0.5～ 15。 lcm、 全長 15.4mである。西―東

方向にほば直線に続いている。

<埋土 > 暗褐色土・黄褐色土が主体である。

<遺物 > 出土していない。

<時期 > 時期不明。

10号清跡 (第22図、写真図版11)

<位置・検出状況・重複 > 南側調査区北東側BI― bl～BI― cllこ位置する。Ⅱ層上面で検出した。溝の中

央付近から東側にH号溝が枝分かれしている。

<規模 。平面形・方向> 上幅28～ 56cm、 下幅 18～ 48cm、 深さ7.1～ 9。 lcm、 全長5,8mで ある。北―南に

進み南東方向に緩く曲がつている。

<埋土 > 暗褐色土・黄褐色上が主体である。

<遺物 > 出上していない。

<時期> 時期不明。

11号溝跡 (第22図、写真図版11)

<位置・検出状況 > 南側調査区北東側BI― cllこ位置する。Ⅱ層上面で検出した。

<規模・平面形・方向> 上幅28～ 56cm、 下幅 18～ 48cm、 深さ7.1～ 9.lcm、 全長5.8mで ある。 10号溝の

中央付近で枝分かれするように南東方向に緩 く曲がる。

<埋土 > 暗褐色土・黄褐色土が主体である。

<遺物 > 出土していない。

<時期 > 時期不明。

12号溝跡 (第22図、写真図版11)

<位置・検出状況・重複 > 南側調査区南東側BI一 e9・ f9～ BⅡ ―fOに位置する。I層上面で検出した。中央

付近で4号土抗北東壁と重複し切つていることから12号溝が新しい。
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<規模・平面形・方向> 上幅 16～ 3 1cm、 下幅9～ 26cm、 深さ4～ H,7cm、 全長 13.2mである。北西―南東
方向にほぼ直線で向かい1号堀につながる。

<埋土 > 作業の不手際で埋上の確認ができなかった。
<遺物 > 出上していない。
<時期 > 時期不明。

13号溝跡 (第22図、写真図版 12)

<位置。検出状況 > 南側調査区東側BI― c9～ BⅡ ―cO・ dOに位置する。1層上面で検出した。
<規模 。平面形 。方向> 上幅36～ 76cm、 下幅21～ 72cm、 深さ5～ H.7cm、 全長4.4mで ある。北西一南東
方向にほば直線に向いている。

<埋土 > 褐色土―暗褐色上が主体である。
<遺物 > 出土していない。
<時期 > 時期不明。

14号溝跡 (第22図、写真図版12)

<位置・検出状況 > 南側調査区東狽哄 1-j9～ BI― c8に位置する。Ⅱ層上面で検出した。
<規模 。平面形・方向> 上幅24～ 44cm、 下幅 13～ 38cm、 深さ1～ 9,2cm、 全長9,92mで ある。北―南方向
に向いている。9号溝・卜8号溝をB― a9～b9地点で横切っているが新旧関係は不明である。

<埋土 > 注記なし。
<遺物 > 出上していない。
<時期 > 時期不明。

15号清跡 (第22図、写真図版12)

<位置・検出状況 > 北側調査区西根哄 Ⅱ―d2・ e卜 e2に位置する。I層上面で検出した。
<規模・平面形・方向> 上幅0.68～ 1.lm、 下幅 16～ 38cm、 深さ10.3～ 17.5cm、 全長3.8mで ある。方向
は北西―南東方向である。

<埋土 > 暗褐色・明褐色土・灰黄橙色土が主体である。
<遺物 > 出上していない。
<時期 > 時期不明。

16号溝跡 (第 22図、写真図版12)

<位置。検出状況 > 北側調査区西狽llA Ⅱ―f3・盟に位置する。Ⅱ層上面で検出した。
<規模 。平面形・方向>上幅30～42cm、 下幅14～ 22cm、 深さ63～ 15.2cm、 全長4,6mである。方向は北西―東方向で

ある。

<埋土 > 暗褐色上が主体である。
<遺物 > 出上していない。
<時期 > 時期不明。
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1号住居跡

平面

断面

L‐ 78070m

A!:|く
(とζ」ど垂:!|

1 10YR3/4暗褐色 5/6黄褐色5%含む
2 10YR4/4褐 色 堅く締まる 粘性あり
3 10YR3/4暗 褐色 5/6黄褐色20%含む
4 10YR4/6褐 色 粘土質土 堅く締まる

L‐77790m

li:;:::ξ

こ21:さミ
;:F!:〕

i

B― BI

1 10YR4/6褐色と3/4暗褐色の混含土 堅く締まる 粘性あり
2 10YR3/4暗 褐色 5/6黄褐色15%含む 堅く締まる 粘性あり
3 10YR3/3暗 褐色 (本根腐植土) 柔らかい 粘性締まりなし
4 10YR3/4暗 褐色 5/6黄褐色の混合土 堅く締まる 粘性あり
5 10YR5/6黄 褐色と4/6褐色の混合± 3/4暗褐色20/O含 む
堅く締まる 粘性あり

L‐ 77790m
,

C― C'

1 10YR3/4晴褐色 5/6黄褐色3%含む 堅く締まる
2 10YR5/6黄 褐色 3/4暗褐色5%含む 堅く締まる
3 10YR4/4褐 色と5/6黄褐色の混含土 堅く締まる
4 10YR5/6黄 褐色と3/4暗褐色の混含土(粘土質上)
粘性あり

L‐77590m

聟
!

D― Dl

l 10YR3/4晴 褐色と4/6褐色の混合土 堅く締まる
2 10YR5/8黄 褐色 堅く締まる 粘性あり

粘性あ り

3 10YR5/8黄 褐色 3μ暗褐色3%含む 堅く締まる 粘性あり

し‐77690m

堅 く締 まる 粘性あり

堅 く締 まる 粘性あり
粘性あ り

粘性あり

粘性あ り

粘性あ り

堅 く締 まる

る ド

Ci
キー

E
卜  引

言
1 10YR3/4暗 褐色と4/6褐 色の混合土 堅く締まる 粘性あり
2 10YR5/8黄 褐色 堅く締まる 粘性あり

1号濤跡

1・ 3・ 9号清跡
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ヅ̈
A― A'
1 10YR3/4暗褐色 5/6黄褐色7%含む 堅く締まる
粘性あり
2 10YR6/4褐 色 堅く締まる 粘性あり

札1,

A― A'

1 10YR3/4暗褐色 堅く締まる 粘性あり
2 10YR3/4暗 褐色と5/6黄褐色2%含む 堅く締まる 粘性あり
3 10YR3/4暗 褐色 4/6褐色の混含土 堅く締まる 粘性あり
4 10YR3/4暗 褐色 4/6褐色5%含む 粘土質上 堅く締まる 粘性あり

B― BI

l 10YR3μ 暗褐色 76黄褐色15%含 む 堅く締まる 粘性あり
2 10YR3/4暗 褐色 5/6黄褐色10%含む 堅く締まる 粘性あり
3 10YR5お 黄褐色 堅く締まる 粘性あり

C     Ci

::基く1宏
」旱
':礁
〕ど吾琶尋土爾魏 ζBむ粘忌:孝

務

2

中̈一≡２

>

C― CI

l 10YR3/4暗 褐色 4/6黄褐色10%含む 堅く締まる
粘性あり
2 10YR4/6褐 色 堅く締まる 粘性あり

7号土坑 兆1“
5・ 6号溝跡

ヽ

P35

?L‐78500mPi

北185

貿ヽ

号溝跡２

／

角Ｖヽ

叫
痛

P32 P33

『ＢＢ藍

卜_L‐ 78200m引

掘り:をラ!ヽ夕寺まア子憲
1 10YR4/4褐色ンルト 5/8黄褐色(地山粒)7%含む 堅く締まる 粘性あり
2 10YR4/3に ぶい黄褐色シルト 5/8黄褐色(地山粒)1%未満 堅く締まる 粘性あり
3 10YR4/4褐 色シルト 5/8黄褐色〈地山粒)1% 堅く締まる 粘性あり
4 10YR4/3に ぶい黄褐色と5/6黄褐色の混含土 堅く締まる 粘性あり
5 10YR3/4暗 褐色 堅く締まる 粘性あり
6 10YR5/6黄 褐色と3μ暗褐色の混合土

第20図  2～ 4号溝跡

C― CI

D― Dl                 ~
1 10YR3/4暗褐色 堅く締まる 粘性あり
2 10YR3μ 暗褐色 5/6黄褐色2%含む 堅く締まる 粘性あり
3 10YR3μ 暗褐色 4/6褐色の混合土 堅く締まる 粘性あり
4 10YR3/4暗 褐色 4/6褐色5% 堅く締まる 粘性あり
5 10YR5/6黄 褐色 粘土質土 堅く締まる 粘性あり
6 10YR5/6黄 褐色 10YR3/4暗褐色20%含む 堅く締まる 粘性あり

L‐ 78200m
E   E'
卜  1 引

彰
E― EI

l 10YR3/4暗褐色 5/6黄褐色15%含む 堅く締まる 粘性あり
2 10YR3/4暗 褐色 5/6黄褐色10%含む 堅く締まる 粘性あり
3 10YR3/3暗 褐色 5/6黄褐色5%含む 堅く締まる 粘性あり
4 10YR3/4暗 褐色30%と 5/6黄褐色70%の混合土 堅く締まる 粘性あり
5 10YRV6黄 褐色 堅く粘土質土 粘性あり

平面
0

断面
1,150     5m O 25m1:75
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3■
ざ2

卦
B  BI
卜 1引

た

|‐
77 590m  A― A

劉
硼

1 10YR3/3暗褐色 5/6黄褐色10%含む 堅く締まる 粘性あり
2 10YR5/6黄 褐色 堅く締まる 粘性あり
3 10YR3/4暗 褐色と5/6黄褐色の混合上 堅く締まる 粘性あり

B― BI
l10YR3/3暗 褐色 5/6黄褐色100/O含む 堅く締まる 粘性あり
2 10YR5/6黄 褐色 堅く締まる 粘性あり

C― CI
l10YR3/3暗 褐色 5/6黄褐色10%含む 堅く締まる 粘性あり
2 10YR5/6黄 褐色 堅く締まる 粘性あり
3 10YR5/6黄 褐色 3/3暗褐色150/O合む 堅く締まる 粘性あり

摯

楡
?｀
イ全

い扉

C  ci
l―-1-引

能

13号溝跡

北Hel

北 I a9
L=78000m
B  BI
W

打

Ｉ噌
駐
乃
‐ｂ９

15号溝跡

V

A  A!

―
   補2

北I c8

16号溝跡

A  し_77 020m  Af

2

A
1 10YR4/2灰黄褐色 7 5YR5/8明褐色50/O 堅く締まる 粘性あり
2 10YR4/2灰責褐色 7 5YR5/8明褐色20%に 2/3極暗褐色40%合む 堅く締まる
粘性あり

3 10YR7/1灰 自色と7 5YR5/8明褐色に10YR3/4暗 褐色70/O含む 堅く締まる平面
粘性あ

'                               04 10YR3/3晴褐色 7 5YR5/8明褐色10/o含む 堅く締まる 粘性あり

第22図  10～ 16号溝跡

断面
1:75     25m O

11号溝跡
尽争

指 lldゝ  L‐77590m

y

ア L‐ 盈 Ю Om

ノ

|;こ
§三送告≧zz三

;|に

'

A― A)
1 10YR3/4暗褐色 4/6褐色3%含む 堅く締まる 粘性あり
2 10YR3/4暗 褐色 4/6褐色20%含む 堅く締まる 粘性あり
3 10YR4/6褐 色 堅く締まる 粘性あり

14号溝跡

た
7672批i ttHg3  北H鎖
卜   引

―

 A― A'
1     1 10YR3/4暗 褐色粘土質シルト 炭化物粒 (1～ 3mm)1%含む

堅く締まる 粘性あり

撫
9

島だ

調査区域外

調査区域外
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(6)堀跡

1号堀跡 (南側)(第 23図、写真図版 13)

<位置・検出状況・重複 > 南側調査区北東隅BI― b3～南BI-89～ 南東隅BI-821こ位置する。I層上面

で検出した。南西部に7号溝、西中央部に12号溝が合流する形になつているが新旧関係は不明である。

<規模・平面形・方向> 上幅5.82～ 7.145m、 下幅3.34～ 5.34m、 深さ0.46～ 1.04m、 全長22.9mであ

る。方向は南―北東を指す。

<埋上> 暗褐色土が主体である。底部は灰白色の粘上である。

<遺物 > 西中央部斜面から瓦器 17、 底部で須恵器 ?18が出上している。

<時期> 出土品から中世と考えられる。

1号堀跡 (北側)(第 24図、写真図版 13)

<位置 。検出状況> 北側調査酪 Ⅱ―g5～ 87、 南側 AⅡ ―h5～h71こ位置し、地山面の濁つた面で検出した。

<規模・平面形・方向> 開日部5.56～ 568m、 底部幅368～ 3.98m、 深さ34.7～ 59.5cm、 全長3.88mで

ある。方向は南―北方向である。

<埋土 > 暗褐色上が主体である。

<遺物> 出上していない。

<時期 > 1号掘跡南側延長部分であることから中世と考える。

2号堀跡 (第 24図、写真図版 14)

<位置・検出状況> 北側調査区AⅡ ―g8・ h8～AⅢ ―hOに位置する。 1層上面で検出した。

<規模・平面形・方向> 上幅6.44～ 6.84m、 下幅3.89～ 432m、 深さ50.5～ 86.5cm、 全長3.38mで ある。

方向は南―北方向である。

<埋土 > 褐色土・暗褐色土が主体である。

<遺物 > 出土していない。

<時期 > 1号 堀跡と約8mで平行しており、中世と考える。
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崖 L‐ 78400m

A―A

∧

10YR3/4暗 褐色 堅く締まる 粘性あり
10YR3/4暗 褐色 5/6暗褐色3%含む 堅く締まる 粘性あり
10YR3/4暗 褐色 5/6黄褐色7色O/0 5/6黄褐色10/。含む 堅く締まる 粘性あり
2 5YR4/31こ ぶい赤褐色 10YR5/6黄褐色10/O含む 堅く締まる 粘性あり
2 5YR4/3にぶい赤褐色 10YR6/6明黄褐色(粘土質)3% 6/1灰白色(粘土質)3%合む
堅く締まる 粘性あり
10YR4/4褐 色 6/6明黄褐色50/0 6/1灰 白色1% 3/3暗褐色30/0 5/8貢褐色2%含む
堅く締まる 粘性あり
10YR6/1灰 自色と3/3暗褐色の混合± 6/8明責褐色2%含む 堅く締まる 粘性あり
10YR3/4暗 褐色 6/8明黄禍色l%含む 堅く締まる 粘性あり
2 5YR4海 にぶい赤褐色と5YR4/6赤 褐色の混合上 堅く締まる 粘性あり
2 5YR4/3にぶい赤褐色 10YR6/6明 黄褐色20% 6/1灰 自色(粘土質)10%合む
堅く締まる 粘性あり
10YR4/4褐 色 5/8黄褐色の混合土 塁く締まる 粘性あり
7 5YR5/8責褐色 堅く締まる 粘性あり

7
8
9
10

11

12

13
14
15

調
査
区
域
外

10YR3/4暗 褐色 5/6黄褐色100/0 5/8黄褐色50/O含 む 堅く締ま
10YR3/4晴 褐色 5/6黄褐色5%含む 堅く締まる 粘性あり
7 5YR5/6明褐色粘土質土 堅く締まる 粘性あり

る 粘性あ り

7号溝跡

北H e3

p238攪
乱

P232

2号濤跡

北H g3

号土坑

O    l:120    4m

第23図  1号堀跡 (南側)

ミ

`235 

北H邸
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1号堀跡

4-~

~~  5678

A一 AI
l 10YR3/4暗褐色 堅く締まる 粘性あり
2 10YR3/4暗褐色と4/4褐色に5/8黄褐色50/O含 む混合上 堅く締まる
粘性あり
3 10YR3//4暗 褐色と4/31こ ぶい黄褐色の混合土 堅く締まる 粘性あり
4 10YRV4暗褐色と4/3に ぶい黄褐色に6/8明黄褐色(粘上質)3%含む
堅く締まる 粘性あり
5 10YR4/4褐色 6/8明黄褐色5% 7/31こ ぶい黄種色1%
6/6明黄褐色1%の混合上 堅く締まる 粘性あり

4

鵜碗
土HЮ 北HЮ

攪乱

10YR6/6明黄褐色 ″4褐色150/0 7/3にぶい黄笹色7% 6/8明黄褐色3%を
合む
10YR4/4褐 色 7/31こ ぶい黄橙色10/o 6/8明 責褐色 10/o含む 堅く締まる 粘性
あり
10YR4/4褐 色と7 5YR5/8明褐色に6/8明黄褐色15%含む 混合土 堅く締まる
粘性あり
10YR4/4と 7 5YR5/8明褐色に6/8明 褐色の20/O含 む 堅く締まる 粘性あり
10YR4/4褐色 7 5YR5/8明黄色 7/3に ぶい桂色5% 6/8橙色1%の混合土
よく締まる 粘性あり

注 L‐ 76920m

騨
¬

2号掘跡

逮

Ａ
脂

L‐ 77020m

A―AI
1 10YR4/2灰黄褐色 7/41こ ぶい黄橙 7 5YR5/8明褐色
2/3極暗褐色の混合土(攪乱土)堅 く締まる 粘性あり
2 10YR3/4暗 褐色 5YR4/8赤 褐色10%含む 堅く締まる 粘性なし
3 7 5YR3/4暗褐色 10YR4/6に ぶい黄橙10%含む
堅く締まる 粘性あり
4 7 5YR5/8明褐色 2/3極暗褐色70/0 10YR4/4褐 色15%含む(攪乱土)
堅く締まる 粘性あり
5 7 5YR3/4暗褐色 堅く締まる 粘性あり
6 10YR4/3暗 禍色 8/4浅黄橙色20/0 6/8明黄褐色2%含む
堅く締まる 粘性あり
7 7 5YR3/2黒褐色 10YR7/1灰 白色 5/6黄褐色 4/4褐色の混合土
堅く締まる 粘性あり

8

8 10YR4/3に ぶい黄褐色と4/6褐色に82浅黄橙150/0 5/6黄褐色の20/O含 む混合土
堅く締まる 粘性あり

9 10YR3/4暗 褐色と4/6褐色に8/4浅黄橙20% 5/6黄 禍色の20/O含む混合土
堅く締まる 粘性あり

10 10YR4た 暗褐色 8/4浅黄橙20%合む 里く締まる 粘性あり
H10YR4/31こ ぶい黄褐色 8/4浅黄橙色10/o 5/6黄褐色1%含む 堅く締まる
粘イ性あり

12 10YR4/4褐 色 8/4浅黄橙色2% 5/6黄褐色20/O含 む 堅く締まる 粘性あり
13 10YR3/4暗 褐色 8/4浅黄橙色1% 5/6黄褐色2%含む 堅く締まる 粘性あり

0    11120    4m

第24図  1号堀跡 (北側)・ 2号堀跡

AII h5
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V まとめ

1.遺橋

(1)縄文時代の遺橋

陥し穴状遺構跡

南側調査区の北西部から1基検出された。形状は溝状の陥し穴状遺構で、長軸方向は東西方向を向いてい

る。縦断面形はフラスコ状を呈し、底にいくにしたがって狭 くなっている。開口部の西側の一部を溝跡に切

られている。埋土は、黒褐色土や褐色上が主体で、下層に粘土質土を多く合んでいる。

遺構内から遺物が検出されなかったので、時期を特定する資料に欠けるが、調査区域内から3点の縄文土

器が検出されていることや、形状や類例から推察して縄文時代の遺構と考えられる。

(2)中世の遺橋

①竪穴住居跡

南側調査区の北東部隅から1棟検出された。規模・平面形については、3.4× 3.15mの 隅丸方形である。西

壁の南側と南壁が溝に切られている。カマドを持たず、中央から焼上が検出されている。また、床面中央か

ら炭化物が多量に検出されたことから、焼失家屋の可能性があると考えられる。

埋土は、暗褐色上、黒褐色土が主体であるが、黄褐色土や粘土質土を多く含む混合土となっており、人為

的に埋められた可能性がある。出土遺物は、鎌の一部とみられる鉄製品が床面の中央北側から出土した。

時期については、床面の四隅に4本の柱穴がみられることや、壁面に沿つて柱穴が配置されていることか

ら中世の住居跡と考えられる。

②掘立柱建物跡

南調査区南西部から1棟検出された。規模は南北に4間 10.05m、 東西に1間456mで ある。また、東西に

庇を持っている。5・ 6号溝が西側床面を縦断し、柱穴4本の上部を切っている。北東側に7号溝が約2m建物の

敷地内に入つているが、切り合いがないため新旧関係は不明である。埋土は、黒褐色土～暗褐色土が主体を

占めている。

出土遺物は、15世紀のかわらけ1点がP14か ら出土している。検出面の表土が15～ 20cmと 大変浅い場所で

あることから、農地造成を行った際に床面及び遺物が除去された可能性がある。時期については、出土遺物

のかわらけが1点 しかないため判断するのは難しい。

柱京の規模は表の通りである。

第4表 掘立柱建物跡柱穴観察表 単位 i cm

No 直 径 深 さ No 直 径 深 さ No 直 径 深 さ No 直 径 深 さ

A  列 B  列 A  列  庇 B  列  庇
P5 45× 49 63 P22 41× 52 69 P6 23× 33 36 P23 26× 28 45
Pl 48× 53 63 P21 43× 48 72 P7 29× 33 36 P24 24× 27 32
P2 49× 56 69 P20 42× 54 ，

′
企
∪ P9 23× 24 56 P25 23× 23 23
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No. 直 径 深 さ No. 直  径 深 さ No. 直  径 深 さ No. 直 径 深 さ

A アU B   フJ A アll B  列
P3 46× 49 52 P19 42× 44 68 PlC 25× 26 29 P26 ―×27 44
P4 44× 53 60 P14 44× 50 75 Pll 26× 28 45 P27 24× 28 ９

，

③土坑

南側調査区9基、北側調査区2基の計 H基が検出された。平面形は円形8基、楕円形 1基、方形もしくは長

方形 1基、不整形2基で、円形が多い。6基から遺物が出土している。他の遺構と重複しているものは4基ある。

また、7号土坑は低部に柱穴がある。検出当初はこの柱穴に気付かなかつたため、土坑として登録したが、

杭を立てた陥し穴状遺構の可能性もあると考えられるが断定できない。

遺物が出土している土坑に関しては中世のものと考えられる。その他のものについては、時期が不明であ

る。

各土坑の平面形、規模等については次の表の通 りである。

第5表 土坑一覧表 単位 :cm

南側調査区から14条、北側調査区から2条の計 16条検出された。溝跡の向きは南一北方向が1号・2号・5号・

6号・14号・15号 。16号の7条。東一西方向の溝が3号・4号・7号・8号・9号。13号の6条。南東一北西方向が 10

号。11号 '12号の3条である。南一北から東―西方向に大きく曲がつているものが1条である。

この遺構が多くみられる南側調査区も決して広い範囲と言えない場所である。この狭い範囲内に重複・交

差する溝跡が実に14条あり、同時期に存在したものだけではなく、1号溝跡と8号溝跡のように時が経ち、殆

ど溝跡の形状をとどめない所に低みを利用して新たに掘り直した浦もあることが重複する断面から窺い知る

ことができる。時期については、1号溝跡からかわらけ1点のみの出上であるため特定できない。

規模、重複関係については表の通りである。

No 遺 構 名 平面形 開口部径 底部径 深  さ 備 考

1 1号土坑 円 形 82× 87 49× 50 99.3 土師器甕片 1点出土
９

一 2号土抗 円 形 90× 103 46× 53 106.0 須恵器甕片 1点出土

3号 と重複している
つ
０ 3号土坑 楕円径 128× 217 100× 178 13.0 かわらけ3点出± 2号と重複
4 4号土坑 円 形 178× 184 98× 109 1170 須恵器甕3点・中国産陶器2点
5 5号土坑 円  形 88× 93 73× 74 81.4

6 6号土坑 円 形 86× 93 54× 56 671 かわらけ1点出土
7 7号土坑 不正形 115× 142 78× 124 7885 3・ 4号溝と重複、中央に柱穴あり

8 8号土坑 不定形 87× 99 77× 83 355
9 9号土坑 円  形 78× 88 52× 58 634 1号堀斜面にあり重複している
10 10号土坑 方形 ? 151× 291 67× 撹苦し 524 南側が調査区外のため不明であ

るが、方形もしくは長方形と推

沢1さ ″とる。

H号土坑 円 形 217× 236 69× 87 72.0 かわらけ4点出土

④溝跡

第6表 溝跡一覧表
遺 構 名 全 長 m 上 幅 m 深 さ cm 埋 土 重 複 関 係

1号溝跡 47.55 104～ 71 49,9～ 30 1 褐色土～暗褐色土主体 8号溝と重複 14号溝と交差

2号溝跡 15,48 60～ 30 145～ 08 褐色土～暗褐色土主体 4号溝に通じる

-45-



遺 構 名 全 長 m 上 幅 m 深 さ cm 埋 土 重 複 関 係
3号溝跡 1940 94～ 76 377～ 10.4 褐色土～暗褐色土主体 4号濤跡と重複
4号溝跡 1828 72～30 47.7～20,7 褐色土～暗褐色土主体 3号溝跡と重複
5号溝跡 2890 64～ 38 389～ 131 暗褐色土～黒褐色土主

体

6号溝跡と重複 1号溝跡と
4号溝跡に通じる

6号溝跡 21 62 64～ 16 244～  15 暗褐色土～黒褐色土主
体

5号溝跡と重複 4号溝跡に
通じる

7号溝跡 22.80 76～20 214- 30 暗褐色土～黄褐色土主

体

掘立柱建物の敷地2mは入る
1号堀跡に通じる

8号溝跡 1255 褐色土～暗褐色土主体 1号溝跡と重複。14号溝跡と交差
9号溝跡 15,40 71～ 38 151～  05 暗褐色土・黄褐色土主

体

14号溝跡と交差

10号溝跡 580 56′-28 91-71 暗褐色土・黄褐色土主

体

1号濤跡東側に通じる

11号溝跡 690 76～ 34 145～  51 暗褐色土・黄褐色土主
体

12号溝跡 13,20 31～ 16 117- 40 な し 4号土抗と重複
13号溝跡 440 76-36 117- 50 褐色土～暗褐色土主体

14号溝跡 992 44～ 24 92～  10 な し 1号 9号・8号溝跡と交差
15号溝跡 860 44-24 17.5～ 10.3 な し
16号溝跡 460 42～ 30 152～  6.3 暗褐色主体

③堀跡

両調査区から2条検出さた。南側調査区で検出された1号堀 (南側)跡は、調査区の東側を南西―北東方向に

斜めに縦断する形で検出された。北側調査区との間は調査区域外のため未調査ではあるが、北側調査区の 1

号堀 (北側)に通 じ全長約46mに および急俊で大きな沢につながっているものと考えられる。幅4.64m～

714m、 深さ1.04mである。特徴としては、BⅡ―d2～ BⅡ―e3に幅約3mの上橋が設けられていることであ

る。また、この上橋の中央には両岸を分けるように溝が通 り南北の堀の水を流す形になっている。残念なこ

とにこの溝が初めから備え付けられていたのか、後になって付け加えられたのかは不明である。

出土遺物は瓦器 17が斜面から、不明18が堀底部から出上した。

1号堀跡 9ヒ側)の約8m東側に2号堀跡が検出された。規模は幅644～ 6.84m、 深さ50.5～86.5cmで 1号堀

跡に平行するように造られている。遺物の出上がみられないため時期は不明である。2重堀の可能性が考え

らヤしる。

この胆沢河岸段丘に位置する舌状台地の基部には中世の館跡が連立している所である。沢を隔て北方約40
～50mには、九郎館があり、本丸、二の丸、三の丸が造られ空堀で分けている。さらに、北方約400～ 500m
離れた舌状台地には、明後沢遺跡群に八郎館、宗角館がある。堀跡や土塁跡が確認されていることから、本

遺跡の堀も2重堀であるとするならば、東側の基部に急俊な段丘の斜面を利用した館跡があることが推測さ

れる。また、堀を構築できるだけの力を持つ、有力者がいたことが窺い知ることができる。

④柱穴

本遺跡からは256基 (掘立柱建物跡の20基含む)が検出されている。南側調査区に多くみられる。出土遺
物はP14のかわらけのみであることから時代は不明である。

2.出土遺物
出土遺物27点 で、鉄製品 1点、縄文土器3点、土師器2点、須恵器4点、瓦器 1点、かわらけH点 、国
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国産陶器1点、中国産陶器2点、不明1点である。出土場所は土坑、溝跡、堀跡からである。

(1)鉄製品

竪穴住居跡の床面上から鉄製の鎌 1が出土した。部位は鎌の柄に近い頚部から刃部にかけての部分で両端

は、湧水がある層で湿気のある埋上のため腐蝕が著しい。検出時には 3つに分かれていた。

(2)縄文土器

縄文土器は3点出上している。20は晩期のもので口唇部に刻みが施され、日縁部には3条の平行沈線が逝ぐ

っている。24と 25は後期のものと考えられる。出上場所が同じで同一個体と考えられる。胎土は砂が多く混

じりもろく磨耗が著しい。また、大きな特徴として底部が方形を呈し、方形の底部から肩部にまで円形に調

整されている。

(3)土師器・須恵器

土師器は2点出上している。2は 1号土坑、23は遺構外からである。2は甕の日縁部破片である。23は胎土

がきめ細かく薄手の甕と考えられる。須恵器は5点出土している。何れも甕の体部で、胎土が粗 く、叩き目

は細かく雑に作られている。産地の特定はできない。

(4)瓦器

瓦器 17は、1号堀の斜面から出上した。土師質の胎上で作られてあり、小型で3脚を持つ香炉と考えられる。

県内では浄法寺城跡 (浄法寺町教育委員会2002)か ら、大きさ、形、模様、朱の顔料が塗布されたほぼ同規格

のものが出土している。産地は関西地方で、主に京都付近で作られ関東地方に出まわっていたものと考えら

汁しる。

(5)かわらけ

かわらけはロクロ調整が 10点、手づ くね 1点である。出土遺物27点のうちH点 と高い割合を示す。胎土や

口縁部の立ち上がりがきつ くないことや口唇部が丸みを帯びていることから15世紀のものと考えられる。出

土状況をみると土坑からの出上が8点、清状遺構からの出土が2点、柱穴からの出土が1点である。土坑4基の

うち4号土坑・H号土坑では埋土の中位層から上位層で検出され、 10～ 20cmの捨て石の上、若しくは、石に

混じつていた。このことから器を使用した後に捨てたもと考えられる。また、溝状遺構から出上したものに

ついては流れ込みと考えられる。

(6)中国産褐釉四耳壷

4号土坑から中国産の褐釉四耳壷2点が出土した。同じ埋土から検出され釉薬の色合いと同じ波状沈線もみ

られることからこの二つは、同一個体と考えられる。胎上がきめ細やかで薄 くできている。肩部に紐をかけ

る耳が付き、外面、内面とも褐釉が塗られている。同じ埋土で須恵器が3点検出されていることや、本遺跡

の遺構、遺物の時期のものと考え合せ 15世紀頃に持ち込まれたものと推測する。本県では、花巻城で3個体

検出されており、本遺跡の出土は2例 目にあたる。

褐釉四耳壷の産地は、中国の華北省あたりのものと考える。時代は宗、元、明の時代に多く輸出され、日
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本には鎌倉・室町時代から江戸時代の長い時期に渡 り、茶などの入れ物として入つてきた。また、日本人向

けに色、形のよい物を選び観賞用としても輸入されたものである。当時としては、一般庶民には手の届かな

い高価なものであることから、輸入製品を入手できるだけの有力者がこの地に居たことも推測できる。

3.おわりに
今回の調査で、陥 し穴状遺構の検出により、縄文時代には狩 り場 として活用されていたこと力耳わかった。

また、中世には、竪穴住居跡や土坑、堀跡が造 られ、当時の人々の生活の場 として使われていた ことがわか

つた。 このことから縄文時代 と中世の複合遺跡であることが明らかになった。さらに、堀跡が2条検出され

たことにより、 2重堀の可能性 とそれに伴 う館等の遺跡が、本遺跡の東側に存在することが推測 される。遺

物の量は27点 と少なかったが、中国産陶器 (褐釉四耳壷)や瓦器が出土 し、県内で も出土例の希な貴重な遺

物である。さらに、 これらの遺構 と出土遺物か ら中世 (15世紀ころ)に は、大規模な工事や、高価な陶器を

入手 し得る有力者の存在が窺い知ることができたと言える。隣接する九郎館や八郎館 との関係を考 える上で、

貴重な資料が得られたと考えられる。今後の調査で明らかになってい くことを期待 したい。
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松本建速 日本中世土器研究会 (1996・ 8)i「中近世土器の基礎研究ォ」土器から見た貿易陶器

八重樫忠郎  平泉のかわらけの問題  「第12回北陸中世考古学研究会」

菅 英志  (昭和55):「日本城郭大系 青森・岩手・秋田」 第2巻 創史社

岩手県埋蔵文化財センター (2000):「川岸場「遺跡発掘調査報告書」岩埋文調査報告書第317集

岩手県埋蔵文化財センケー (2002):「稲荷遺跡発掘調査報告書」岩埋文調査報告書第408集

岩手県埋蔵文化財センター (1996):「小幅遺跡第4次発掘調査報告書J岩埋文調査報告書第265集

岩手県埋蔵文化財センケー (2001)!「志羅山遺跡発掘調査報告書」岩埋文調査報告書第352集

岩手県埋蔵文化財センケー (1997):「泉屋遺跡 10・ H■ 3・ 15次発掘調査報告書」岩埋文調査報告書第247集

平泉町教育委員会 (1995):「柳之御所跡発掘調査報告書」平泉町文化財調査報告書第38集

浄法寺町教育委員会 (2002):「浄法寺城跡平成13年度町内遺跡発掘調査概報J

花巻市教育委員会 (1998):「花巻城跡平成6年度三之丸発掘調査報告書」花巻市埋蔵文化財調査報告書第18集

前沢町教育委員会(1974):「前沢町史上巻」前沢町史編集委員会
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3
3号
土
坑

須
恵
器
甕
体
部

叩
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叩
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15
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叩
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切
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)
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遺跡遠景 (南から)

写真図版 1 遺跡全景
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調査前風景

一一筆

ヽ
一
・
４

基本土層断面

写真図版2 調査前風景・基本土層断面
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竪穴住居跡完掘

土層断面

写真図版 3 竪穴住居跡
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遠物出土状況 (鎌 )焼上断面



掘立柱建物跡完掘

P2断面

写真図版 4 掘立柱建物跡
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1号土坑断面

写真図版 5 陥し穴状遺情、
-59-

2号土坑断面

。2号土坑

2号土坑平面



3号土坑平面 4号土坑平面

3号土坑断面 4号土坑断面

3号土坑遺物出上状況 4号土坑遺物出土状況

は
ｉ
畿
ヤ

ⅢⅢⅢ I( 1 
～

ド

5号土坑平面

14■ |

i=
警
=|

欝1鷲

3～ 5号土坑 。遺物出土状況
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5号土坑断面
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一【
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写真図版 6



6号土坑平面

11号土坑平面 11号土坑平面

6・ 7,9。 10。 11号上坑
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7号土坑平面

謂

色

9号土坑平面

10号土坑断面



1号溝跡平面 1号溝跡断面A～A

9号溝跡 (左上)、 1,8号溝跡 (右上)平面 作業風景

9号溝跡断面D～D 1・ 8号溝跡断面B～ B

9号溝跡断面E～ E「 1・ 8号溝跡断面C～ C「

写真図版 8 1・ 8・ 9号溝跡
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2号溝跡断面A～ Aイ

2号溝跡平面 2号溝跡断面C～ Cf

3号溝跡断面B～ B'

3・ 4号溝跡平面 4号溝跡断面E～ E

写真図版 9 2～ 4号溝跡
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芸:装葎賓

'

簿
=穀'1-載
ギ′!:

鑢

5,6号溝跡断面A～Al

5 6号溝跡平面 5・ 6号溝跡断面B～ BI

5。 6号溝跡断面C～ C'

7号溝跡平面

■君l iFI  :|

||1麟
を―警 f

‐
:lti!i:``:驚′r

7号溝跡断面A～A

写真図版 10 5～ 7号溝跡
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10・ 11号溝跡断面A～Al

10号溝跡断面B～ BI

H号溝跡断面C～ C

12号溝状遺構跡 平面 作業風景

写真図版 11 10～ 12号溝跡
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轟
1苧釜

13号溝跡断面A～AI

13号溝跡平面 14号溝跡平面

15号溝跡平面 15号溝跡断面A～AI

16号溝跡平面 16号濤跡断面A～ A「

写真図版 12 13～ 16号溝跡
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1号堀跡 (南側)平面

1号堀跡 (北側)平面

写真図版 13 1号 堀跡
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醸 11

茸透麗轟綾綴轟簸峯鍍

2号堀跡平面

断面

写真図版 14 2号 堀跡
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写真図版 15  出土遺物
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ふ りが な てらのうえいせきはつくつちょうさほうこくしょ

童 名 寺ノ上遺跡発掘調査報告書

副 書 名 県営ほ場整備事業寺領小林地区関連遺跡発掘調査

巻 次

シリーズ名 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書

シリーズ番号 第445集

編 著 者 名 野中真盛

編 集 機 関 財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

所 在 地 〒020-0853 岩手県盛岡市下飯岡H-185 TEL019-638-9001,9002

発行年月日 西暦2004年 1月 29日

ふりがな

所収遺跡

ふ りがな

所 在 地

コー ド 】ヒ緯 東 経 調査期間 調査面積

m2

調査原因

市町村 遺跡番号

寺ノ上遺跡 岩手県胆沢郡

前沢町古城字

寺ノ上1821よ力】

03382 NE46

-0242

141°

07′

53'′

2000109

2000,11,27

11533m2 県営ほ場整

備事業に伴

う緊急発掘

調査世界測地系

所収遺跡名 種  別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

寺ノ上遺跡 狩 り場

城館跡

縄文時代

中  世

時期不明

陥し穴状遺構 1基

竪穴住居跡  1棟

土 坑   6基

堀 跡   2条

掘立柱建物跡 1棟

土 坑   3基

溝 跡   14条

柱穴遺構  250基

縄文土器 (晩期)

かわらけ

瓦器

中国産陶器

鉄製品(鎌 )

報告書抄録
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